
千葉市稲毛海浜公園自然観察会

冬こそ探そう！公園の鳥たち

田島 正子（船橋市）

日 時：2026 年 2 月 14 日（土）10:00～12:00 (干潮 9:32)

参加者：21 名（大人 18 名 子ども 3 名）

担当指導員：山口 藤井 田島

風もなく春のような陽気となり、絶好の観察会日和。参加者の方は、ベテラン、初心

者、お父さんと小学生の親子、そしてベビーカー持参の

親子とさまざまです。双眼鏡の使い方、鳥を見るポイン

トなどを話してから出発。今日は干潮時間が早いため、

先に海へ行き、その後公園を周るコースとしました。 サ

ザンカの花にメジロがいて、花についたメジロの爪跡を

観察。山口さんがメジロの蜜の吸い方や重さなどについ

て質問し、１円玉(11 個)でメジロの軽さを実感してもら

いました。皆「軽いね」とビックリ！

開設 50 周年を迎えた、いなげの浜へ。海は穏やかで砂

浜は人で賑わっています。海に鳥の姿は少なく閑古鳥状

態でしたが、ホシハジロの群れと海藻をついばむヒドリ

ガモを見ることができました。「岩の上に何かいるよ」と

男の子が教えてくれた鳥は、イソヒヨドリのメス。私た

ちの周りを行ったり来たりする姿をじっくり見ることが

できました。青空にセグロカモメ、ユリカモメが優雅に飛

ぶ姿を見ていると、カワウがＶ字編隊で押し寄せて来ました。クイズ形式で質問し、カ

ワウのことを知ってもらいました。小さな子がぐずり始めると、参加者の方が順番でベ

ビーカーを押して下さるなど皆さまの協力に感謝。

次は公園へ。芝生にツグミとムクドリがおり、エサの取り方の違いなどを望遠鏡で観

察しました。池にはオナガガモとユリカモメ。オスとメスの違い、成鳥と幼鳥の違いな

どを間近で見ることができました。オナガガモは群れになり集団見合い。今日はバレン

タインデー、カップルは成立したでしょうか。青色と銀色の足環のついたユリカモメを

発見。これは行徳で捕獲し足環をつけたもので、12 年以上生きているとのこと。

稲毛記念館の前で、鳥合わせとまとめを行いました。

確認できた鳥は 20 種。資料のビンゴは斜め１列を見るこ

とができ、ホッと一安心。藤井さんが、今日見られた鳥

の他にも沢山の鳥がいることを、写真を見せながら話し

ました。質問も多く、「いい天気でいろいろな鳥が見られ

てよかった」「楽しかった」との感想を頂きました。

いなげの浜で鳥を探す

足環のついたユリカモメ


